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ひきつづき

１号館

日本語学科の
教員研究室がある
６、７階も
見ておきましょう。

通常ならば、
教員と学生の面談
などは
研究室で行われます。



階段の踊り場の階数表示。

地味に矢印が専修グリーンです。

日本語学科教員の
研究室は、
６階、７階に

あります。



エレベータを
降りると
こんな感じ。

静寂・・・。

６月３日現在、
教員も特段の業務が
ないかぎりは、
入構を控えています。



７階

７０６は

備前徹先生



７階

７０５は

高橋雄一先生



７階

７０３は

須田淳一先生



６階

６１４は

阿部貴人先生



６階

６１３は

丸山岳彦先生



６階

６１２は

王伸子先生



６階

６１１は

斎藤



斎藤の研究室の中。

じつは、研究室の中に
入ったのは、今日で５回目。
まだ書棚も空っぽです。

オンライン授業の準備などで、
神田研究室への移転は進んで
いません。

日本語学科の教員は、
２０２２年度まで、
生田キャンパスにも研究室が
あります。
文学部の２～４年生のゼミや
卒論指導があるので、
資料をいっぺんに神田に持っ
てくることはできないのです。



ちなみに、
生田の研究室は、
こんな状態。



斎藤の場合、
オンライン授業の
講義音声は、
このような機材を
使って録音。

ICレコーダーは、
インタビュー調査で
使っていたもの。
マイクは、
オンライン授業のために、
Amazonでポチりました。

いつもは、深夜に自宅で
録音していますが、
今回は、撮影のために
持ってきました。



そろそろ、
業務に
戻らなきゃ。

また、時間があれば、

神田キャンパスから

リポートしますね。


